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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

関
野
愉
氏
（
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

７
月
度
生
涯
研
修

最
新
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
歯
周
治
療
の
流
れ

日
時　

７
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
港
区
）、
副
島
之
彦
氏
（
門
真
市
）

資
料
代　

 

会
員
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円
（『
新
規
開
業
医

の
手
引
き
』
２
０
１
０
年
版
ほ
か
）

定
員　

50
人

内
容　

 

開
業
時
に
あ
わ
て
な
い
た
め
に
、
勤
務
医
時
代
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
開
業
の
基
礎
を
お
話
し
ま
す
。
ま

た
、
新
規
開
業
の
届
出
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま
す

こ
れ
か
ら
開
業
を
考
え
る「
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

８
月
２
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

会
費　

会
員
無
料　

※
ス
タ
ッ
フ
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

持
参
物　

 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
テ
キ
ス
ト
』

２
０
１
３
年
８
月
版

新
規
開
業
医
講
習
会「
新
規
個
別
指
導
編
」

日
時　

７
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

 

高
槻
市
中
消
防
署
（
Ｊ
Ｒ
「
高
槻
」
駅
徒
歩
10
分
、

高
槻
市
桃
園
町
４
―
30
）

講
師　

高
槻
市
中
消
防
署
員　
　

定
員　

30
人

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
無
料

三
島
地
区

普
通
救
命
講
習
〜
心
肺
蘇
生
法
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法

ま
で

日
時　

７
月
12
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
会
議
室　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

樋
口
鎮
央
氏
（
和
田
精
密
歯
研
株
式
会
社　

常
務
取

締
役
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

北
河
内
地
区
講
習
会

歯
科
技
工
士
に
聞
く　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
成
功
の

ポ
イ
ン
ト

日
時　

７
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
・
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
主
催

口
腔
外
科
シ
リ
ー
ズ
企
画
第
２
弾

顎
骨
壊
死
〜
分
か
っ
た
こ
と
・
分
か
ら
な
い
こ
と
〜

妙
見
山
に
残
さ
れ
た
香
里
製
造
所
第
３
汽
鑵
場
煙
突
（
右
）

在
り
し
軍
国
少
女
非
戦
の
誓
い
の
碑
（
下
）

枚
方
市
２

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑱機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

煙
突
に
寄
せ
て
平
和
を
誓
う

170170

11

学
研
都
市
線

淀
川
淀
川

京
阪
交
野
線

京
阪
交
野
線

京
阪
本
線

津
田

妙見山配水池
の煙突
妙見山配水池
の煙突

在りし軍国少女
非戦の誓いの碑
在りし軍国少女
非戦の誓いの碑

枚方市駅枚方市駅

　

香
里
団
地
の
あ
る
香
里
ケ

丘
一
帯
に
は
、
戦
時
中
、
砲

弾
な
ど
の
兵
器
用
火
薬
を
製

造
す
る
旧
陸
軍
造
兵
廠
香
里

製
造
所
が
あ
っ
た
。
１
４
０

㌶
の
敷
地
、
２
３
０
棟
の
建

物
に
約
５
千
人
の
工
員
が
働

い
て
い
た
。
宇
治
火
薬
製
造

所
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
湿
っ

た
状
態
の
火
薬
を
乾
燥
さ

せ
、
砲
弾
や
爆
弾
に
詰
め
て

完
成
さ
せ
る
作
業
が
中
心
だ

っ
た
。
尾
根
と
谷
が
天
然
の

襞ひ
だ
を
な
し
、
爆
発
事
故
の
誘

爆
を
防
ぐ
土
塁
に
適
し
、
香

里
ケ
丘
は
火
薬
工
場
が
建
て

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
今
も

い
く
つ
も
の
遺
構
が
残
さ
れ

て
い
る
。

　

戦
後
、
旧
香
里
製
造
所
は

香
里
団
地
に
生
ま
れ
か
わ
っ

た
。
開
発
計
画
外
に
あ
っ
た

煙
突
は
撤
去
さ
れ
ず
、
水
道

局
妙
見
山
配
水
池
の
敷
地
内

に
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。

　

煙
突
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
で
高
さ
19
・
92
㍍
、
直

径
２
㍍
。
上
部
に
あ
る
鉄
の

突
起
は
、
米
軍
の
飛
行
機
か

ら
の
攻
撃
を
避
け
る
た
め
、

木
の
枝
を
く
く
り
つ
け
て
大

木
に
見
せ
か
け
る
た
め
の
も

の
だ
。
戦
争
に
か
か
わ
る
建

造
物
を
後
世
に
残
し
平
和
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
し
よ
う

と
、
１
９
８
４
年
、
香
里
製

造
所
の
煙
突
を
永
久
保
存
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

香
里
園
が
戦
後
、
再
び
兵

器
製
造
の
災
い
に
見
舞
わ
れ

る
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ

っ
た
こ
と
を
、
後
世
に
伝
え

る
の
が
、
水
道
局
の
入
り
口

に
あ
る
銘
鈑
「
煙
突
に
寄
せ

て
平
和
を
誓
う
」（
96
年
３

月
大
阪
府
・
枚
方
市
が
設

置
）
で
あ
る
。

　

敗
戦
に
よ
り
工
場
は
閉
鎖

さ
れ
た
が
、
１
９
５
２
年
朝

鮮
戦
争
の
特
需
に
の
っ
て
火

薬
製
造
会
社
が
、
旧
香
里
製

造
所
の
払
い
下
げ
を
政
府
に

申
請
し
て
い
る
。
こ
の
動
き

に
対
し
、
枚
方
市
・
寝
屋
川

市
の
香
里
園
地
区
住
民
は
い

ち
早
く
火
薬
製
造
反
対
の
運

動
を
展
開
し
た
。

　

枚
方
市
長
・
市
議
会
を
は

じ
め
町
内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦

人
会
な
ど
は
再
開
反
対
を
叫

ん
で
、
国
会
・
政
府
に
陳
情

を
重
ね
、
半
年
以
上
に
及
ぶ

ね
ば
り
強
い
地
元
の
反
対
運

動
が
実
り
、
翌
年
３
月
、
政

府
に
火
薬
製
造
所
再
開
を
断

念
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

地
元
の
工
場
で
二
度
と
戦

争
で
使
う
火
薬
を
作
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
の
運
動

が
な
け
れ
ば
、
煙
突
か
ら
再

び
煙
が
上
り
、
そ
し
て
煙
突

は
残
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。

　

水
道
局
か
ら
道
路
を
隔
て

た
向
か
い
に
は
、
当
時
、
香

里
製
造
所
に
学
徒
動
員
さ
れ

て
い
た
女
学
生
有
志
に
よ
っ

て
「
在
り
し
軍
国
少
女
非
戦

の
誓
い
」
の
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
る
（
08
年
建
立
）。

　

多
く
の
学
徒
が
動
員
さ

れ
、
危
険
き
わ
ま
り
な
い
環

境
の
な
か
で
、
昼
夜
の
別
な

く
爆
弾
や
砲
弾
に
火
薬
を
詰

め
る
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら

れ
た
。
な
か
で
も
、
１
９
４

５
年
３
月
の
大
阪
大
空
襲
で

自
宅
を
焼
失
し
た
、
大
阪
府

立
泉
尾
・
市
岡
高
等
女
学
校

と
私
立
明
浄
高
等
女
学
校
の

生
徒
の
大
半
は
寄
宿
舎
に
入

れ
ら
れ
、
火
薬
が
舞
う
不
健

康
き
わ
ま
り
な
い
危
険
な
作

業
に
、
昼
夜
二
交
代
で
従
事

さ
せ
ら
れ
た
。

 
（
つ
づ
く
）

給
対
策
―
―
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
大
阪
市
方

式
」
に
よ
る
保
護
行
政
の
暴

走
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

憲
法
25
条
（
生
存
権
）
や

13
条
（
幸
福
追
求
権
）
で
保

障
さ
れ
た
権
利
を
豊
か
に
実

現
さ
せ
て
行
く
こ
と
が
急
務

で
あ
る
。

　

法
治
国
家
な
ら
ば
行
政
が

率
先
し
て
法
を
順
守
す
る
の

が
当
然
で
、
さ
も
な
く
ば
無

法
者
国
家
で
あ
る
。

　

橋
下
市
長
が
生
活
保
護
法

規
定
を
超
え
て
進
め
る
「
大

阪
市
方
式
」
は
、
①
生
活
保

護
か
ら
の
稼
働
年
齢
層
排
除

を
強
化
②
医
療
費
・
介
護
費

の
自
己
負
担
強
要
③
扶
養
義

務
の
強
化
④
過
度
な
不
正
受

憲
法
25
条
の
保
障
を

戸井逸美副理事長

吉田裕志副理事長

江原豊理事

貴島正彦副理事長

大阪市方式許さない
　５月28・29日の両日に行われた大阪市生活保護全国調査
では、行政区との交渉や集会が行われ、協会からも理事、
事務局が参加した。

法
律
よ
り
市
長
を
優
先

医
療
・
介
護
で
差
別

頻
回
や
訪
問
の
指
導
強
化

　

全
国
調
査
で
は
、
違
法
性

が
極
め
て
高
い
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
市
の
職
員
の

親
族
が
生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
場
合
、
市
が
職
員
に

仕
送
り
を
迫
っ
て
い
る
問
題

で
、
調
査
団
は
「
職
員
に
は

人
権
が
な
い
と
い
う
こ
と

か
。
法
的
に
違
法
性
が
強
い

扱
い
を
受
け
て
い
る
」
と
質

し
た
が
、
担
当
者
は
「
市
長

が
言
っ
て
い
る
か
ら
」
と
答

弁
し
た
。

　

憲
法
第
99
条
は
「
天
皇
又

は
摂
政
及
び
国
務
大
臣
、
国

会
議
員
、
裁
判
官
そ
の
他
の

公
務
員
は
、
こ
の
憲
法
を
尊

重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負

ふ
」
と
し
、
地
方
自
治
法
第

２
条
に
は
「
地
方
公
共
団
体

　

生
活
保
護
受
給
者
が
介
護

保
険
を
使
っ
て
福
祉
用
具
を

購
入
し
た
場
合
な
ど
に
、
介

護
扶
助
で
支
給
さ
れ
る
べ
き

１
割
負
担
の
自
弁
を
強
要
し

て
い
た
。
違
法
性
は
明
ら
か

で
あ
る
。
歯
の
治
療
で
医
療

券
を
申
請
す
る
と
歯
科
医
師

で
も
な
い
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

が
、「
口
を
開
け
て
み
ろ
」

と
言
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
許

し
難
い
。
医
療
扶
助
と
介
護

扶
助
は
命
に
か
か
わ
る
。
差

別
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

込
む
狙
い
が
み
え
る
。

　

医
療
扶
助
抑
制
を
第
一
義

と
し
て
患
者
の
受
療
権
を
侵

害
す
る
も
の
に
他
な
ら
ず
、

看
過
で
き
な
い
。

費
を
抑
制
し
て
、
医
療
機
関

に
対
し
て
萎
縮
診
療
へ
追
い

　

大
阪
市
は
今
年
度
の
生
活

保
護
適
正
化
計
画
で
、「
特
徴

的
傾
向
の
あ
る
指
定
医
療
機

関
」と「
疑
義
の
あ
る
指
定
医

療
機
関
」
に
個
別
指
導
を
実

施
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

特
徴
的
傾
向
と
は
、
頻
回

受
診
や
訪
問
診
療
が
多
い
医

療
機
関
を
指
し
て
い
る
。
７

月
か
ら
の
法
改
正
で
は
、
厚

生
局
に
よ
る
指
導
も
可
能
と

な
り
、
締
め
付
け
強
化
を
う

た
っ
て
い
る
。

　

生
活
保
護
費
の
医
療
扶
助

は
、
法
令
に
違
反
し
て
そ
の

事
務
を
処
理
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　

法
律
よ
り
市
長
の
言
う
こ

と
が
〝
上
〞
と
言
わ
ん
ば
か

り
の
実
態
に
、
自
由
に
も
の

が
言
え
な
い
「
職
員
基
本
条

例
」
と
市
長
の
独
裁
ぶ
り
を

目
の
あ
た
り
に
し
た
。


